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成績/副賞 企画名 学校名／氏名 

総合 

グランプリ 

（５０万） 

街中案内及び歩行補助を目的とした 

屋外自動走行システムの開発、研究 つくば工科高等学校 3 年 小山
こ や ま

 雄
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矢
や
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野
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 智也
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た な か
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受賞者のコメント ： 実践活動を通して、技術や情報も大事だが、人のつながりが大事なのだと実感した。 

今回の賞は、一生の宝にしたい。 

金  賞 

（３０万） 

HOKOTA STYLE  
～空き家×小倉百人一首かるた～   

鉾田第一高等学校  1 年  飯岡
いいおか

 裕介
ゆうすけ

、糸数
いとかず

 新夏
に い な

、 

菅谷
す が や
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し ろ う

、宮嶋
みやじま

  晴
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銀  賞 

（２０万） 

茨城町における里山の整備と 
間伐材を活用したビジネスプランの提案 

茨城東高等学校  3 年  時田 恭爾、黒田 優利 

ゴミの山を宝の山に 
－sweet potatoes will be your knight－ 

勝田高等学校  2 年 高嶺 藍、阿内 七海、久江 桃花 

銅  賞 

（１０万） 

ニホンミツバチが住める里山を育てる 
～海一発ニホンミツバチを増やそうプロジェクト～ 

水海道第一高等学校  3 年 石川 智也、2 年 大須賀 颯太、 

本橋 琉夏、稲石 陽菜乃、1 年 塩原 巧也 

地図のオープンデータを活用し 
リサイクル拠点の情報共有を行い 
つくば市でのゼロ・ウェイストの推進を図る 

茗溪学園高等学校  2 年 藤村 哲 

敢闘賞 

（５万） 

点と点がつなぐ世界 水戸第三高等学校  2 年 平塚 妃鞠、前川 みずき 

古文直訳システムの開発 並木中等教育学校  4 年次 菅原 紡宜 

審査員特別賞 

（２．５万） 

土壌pH がイネの生育速度に与える影響  
～細胞分裂と細胞成長からのアプローチ～ 

鹿島高等学校  3 年 白戸 留菜 

電気を通す布やゴムの開発 竹園高等学校  2 年 竹内 勇翔、安廣 伊織、鯨井 宏一朗、森 丈耀 

１月30日（日）に「IBARAKIドリーム★パスAWARD」（第３回プレゼンテーション大会）をオンラインで開催し

ました。 

同日の午前中に16チームで予選を行い、選出された８チームで午後の決勝が行われました。いずれも熱のこもっ

た発表が行われ、審査の結果、明確な課題意識や高校生とは思えない技術力に加え、質の高いプレゼンテーション

が評価された県立つくば工科高等学校 チームIris（アイリス）が総合グランプリを受賞しました。 

大会全体を通して審査員からは、「具体的な企画の提案、解決に向けた行動力に感銘した。」「生徒たちの課題に

向き合う熱量が、画面を通しても伝わり圧倒された。」など中高生たちの取組みを高く評価するコメントが数多く出

されました。 

コメントの中には、今後の活動への支援・協力についてのものもあり、中高生たちは、次のステップに向けて新た

なスタートを切りました。ぜひ、貴紙誌面・局にて中高生たちの活動を御紹介ください。 

 開催日時  令和４年１月30日（日） 13：30～17：30 

 会  場  茨城県県南生涯学習センター ※参加生徒は各学校や自宅からオンラインで参加 

 結  果 

【問い合わせ先】県教育庁総務企画部生涯学習課 振興担当：郡司  TEL：029-301-5318（直通）

IBARAKI ドリーム・パス事業 

第３回プレゼンテーション大会「IBARAKI ドリーム★パス AWARD」 

総合グランプリは 県立つくば工科高等学校 チーム Iris 



 

▲総合グランプリのつくば工科高校 

▲プレゼンテーションの様子 

▲プレゼンテーション大会を終えて 



IBARAKI ドリーム★パスAWARD　パンフレット　4C　表3 表4

表3表2


